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履 歴
［学歴］
１９６５年４月 東京大学教養学部文科類入学
１９７１年６月 東京大学文学部国語国文学科卒業
１９７４年３月 東京大学大学院人文科学研究科国語国文学専門修士課程修了
（文学修士「結果表現の使用助詞二とトによる相違」）
１９７５年３月 東京大学大学院人文学科研究科国語国文学専門博士課程退学
２０１０年７月 博士（文学）東京大学「古代日本語時間表現の形態論的研究」
［職歴］
１９７５年４月 山形大学人文学部国語国文学科 専任講師
１９７９年２月 山形大学人文学部国語国文学科 助教授
１９８１年１０月 武蔵大学人文学部日本文化学科 助教授
１９８６年４月 武蔵大学人文学部日本文化学科 教授
１９９３年４月 お茶の水女子大学文教育学部言語文化学科 教授
２００３年４月 東京大学大学院人文社会系研究科・文学部 教授
２００９年３月 東京大学大学院人文社会系研究科・文学部
定年退職（東京大学名誉教授）
２００９年４月 京都橘大学文学部 教授
２０１０年４月 専修大学文学部日本語学科 教授（～２０１６年３月）
１９８７年３月 サンパウロ大学（ブラジル）文学部日本語過程客員教授（～１９８８年
３月）
２００３年１０月 アンカラ大学（トルコ）集中講義
２００９年３月 北京日本学研究センター（中国）派遣教授（～７月）
vii
［学会および社会における活動など］
在所属している学会（日本語学会・日本語文法学会・訓点語学会）
２０００年４月 日本語文法学会評議員（～２００９年３月）
２０００年６月 日本語学会評議員（～２０１８年５月予定）
２００１年６月 国語学会編集委員（～２００４年５月）
２００２年６月 国語学会評議員選挙管理委員長（～２００３年５月）
２００２年７月 日本語文法学会編『日本語文法事典』編集委員（～２０１４年７月）
２００４年４月 日本語文法学会会長（～２００７年３月）
２００６年６月 日本語学会理事（～２０１２年５月）
２００９年６月 日本語学会会長（～２０１２年５月）
２０１１年４月 財団法人 博報児童教育振興会 日本語海外研究者招聘事業審査委
員（～２０１４年３月）
２０１２年６月 日本語学会編『日本語学大辞典』編集参与（現在に至る）
２０１４年１０月 日本学術会議連携会員（～２０２０年９月予定）
２０１５年４月 専修大学人文科学研究所所長（～２０１６年３月予定）
２０１５年６月 日本語学会理事（～２０１８年５月予定）
２０００年５月 国語学会春季大会シンポジウム基調報告「日本語研究の新世紀 日
本語研究の新世紀 日本語史研究の視点」（専修大学）
２０００年１２月 日本語文法学会第１回大会・設立記念フォーラム講演（京都教育大
学）
２００９年１０月 国際学術フォーラム「日本語研究の将来展望」講演（国立国語研究
所）
［職務上の実績に関する事項］
２００３年４月 大学設置・学校法人審議会専門委員（～２００９年３月）
２００３年４月 大学評価・学位授与機構学位審査臨時専門委員（～２００５年３月）
２００８年 科学技術・学術審議会学術分科会学術研究推進部会
「国語に関する学術研究の推進に関する委員会」委員
２０１０年４月 日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員（～２０１１年３月）
viii
２０１２年４月 文化庁 文化審議会臨時委員（国語分科会）（～２０１６年３月予定）
２０１２年 日本学術振興会 平成２４年度卓越した大学院拠点形成支援補助金事
業委員会委会
業 績
［著書，学術論文等］
≪著書≫
『ケーススタディ日本文法』（共著，桜楓社，１９８７年４月）
『フロッピー版 古典対照語い表および使用表』（共著，笠間書院，１９８９年９月）
『古代日本語助詞のテンス・アスペクト―源氏物語の分析―』（単著，ひつじ書
房，１９９２年５月）
『日本語要説』｛共著，ひつじ書房，１９９３年５月）
『日本語文法の諸問題 高橋太郎先生古希記念論文集』（共著，ひつじ書房，１９９６
年１１月）
『日本語の文法』（共著，ひつじ書房，２００５年４月）
『古代日本語の時間表現の形態論的研究』（単著，ひつじ書房，２００９年２月，博士
論文）
『現古事典』（共著，河出書房新社，２０１２年３月）
『語形対象 古典日本語の時間表現』（単著，笠間書院，２０１２年７月）
『日本古典対照分類語彙表』（共著，笠間書院，２０１４年６月）
≪学術論文≫
「結果表現の使用助詞ニとトによる相違」（単著，１９７４年３月，未公刊 修士論文）
「中古における助詞「ナル」の用法と助詞「ニ・ト」の相関」（単著，『国語と国
文学 ６１２
号』５６―７１，１９７５年２月）
「指定辞」「ニテ」の句格」（単著，『山形大学紀要（人文科学） ９巻１号』１４５―
ix
１９１，１９７８年２月）
「情態副詞の性質についての小見」（単著，『山形大学紀要（人文科学） ９巻３号』
２８７―３２２，１９８０年１月）
「タリ活用形容動詞の通時的変化傾向とその要因」（単著，『武蔵大学人文学会雑
誌 １３巻４号』８９―１２１，１９８２年３月）
「中古に於ける評価性の連用修飾について」（単著，『日本語学 ２巻３号』５８―
６７，１９８３年３月）
「「き」「けり」の意味とその学説史」（単著，『武蔵大学人文学会雑誌１６巻３号』８４―
１４９，１９８３年３月）
「〈ナリ述語〉と〈タリ述語〉」（単著，『日本語学 ４巻１０号』５３―６８，１９８５年１０月）
「動詞の形態論―テンス―」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ５１巻３号』８３―８８，１９８６
年１月）
「古典文法研究の歴史から―完了の助動詞ツ・ヌの場合―」（単著，『国文学 解
釈と鑑賞 ５１巻８号』２９―３８，１９８６年８月）
「O sistema temporal da Língua Japonesa nas narrativas cláccicas」（単著，Estudos
Japoneses 8７７―９２，１９８８年３月）
「現代日本語と古代日本語のテンス」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ５５巻１号』１１１―
１１６，１９９０年１月）
「ウェイランド『修身論』の語彙」（単著，『武蔵大学人文学会雑誌 ２１巻１・２
号』２９５―３１６，１９９０年３月）
「古代語文法研究のために」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ５６巻１号』８０―８３，１９９１
年１月）
「完了の助動詞のアスペクト的意味―源氏物語の移動・移し替え動詞の場合―」
（単著『国語学 １６５集』６７―８０，１９９１年６月）
「古代語の文法現象」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ５８巻１号』１４５―１５５，１９９３年
１月）
「時間表現の変遷」（単著，『言語 ２２巻２号』６０―６７，１９９３年１月）
「源氏物語会話文における動詞基本形のアスペクト的意味」（単著，『武蔵大学人
文学会雑誌 ２４巻２・３号』３５―６４，１９９３年２月）
x
「時の助動詞からみた古典のテキスト」（単著，『月刊国語教育 １１月号』１４―１７，１９９３
年１０月）
「古典語と日本語教育」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ６０巻７号』１３９―１４４，１９９５
年７月）
「アスペクト―チベット語と古代日本語の evidentialityに関連して―」（単著，『国
文学 解釈と鑑賞 ６１巻７号』１２―１８，１９９６年７月）
「古典文法をどう見なおすか」（単著，『日本語学 １６巻４号』４６―５４，１９９７年４月）
「「たり」と「り」＝継続と完成の表現」（単著，『国文学 解釈と教材の研究 ４３
巻１号』７０―７７，１９９８年１０月）
「源氏物語における「けり」」（単著，『むらさき３５輯』１５―２６，１９９８年１２月）
「宇津保物語における基本形のテンス―古代語のテンスにおけるアクチュアリ
ティーの問題」（単著，『国語学 １９６集』５０―６２，１９９９年３月）
「古代日本語のアスペクト―現代日本語と比較して」（単著，『台湾日本語文学報
１４』１―２３，１９９９年１２月）
「メノマエ性」（単著，『日本語学 １９巻５号』２１２―２１４，２０００年４月）
「「き」「けり」論の論点」（単著，『国文学 解釈と教材の研究 ４５巻１４号』２８―３５，２０００
年１２月）
「古代日本語研究の新時代―動詞の形態論」（単著，『国文学 解釈と鑑賞 ６６巻
１号』８７―９５，２００１年１月）
「時間的局在性とテンス・アスペクト―古代日本語の事例から―」（単著，『日本
語文法 ２号』２４－４０，２００１年９月）
「古代日本語における完成相非過去形（ツ・ヌ形）の意味」（単著，『国語と国文
学 ９４５号』４９―６２，２００２年８月）
「対照研究の可能性」（単著，『日中言語対照研究論集 ５号』１―９，２００３年５月）
「日本語の時間表現」（単著，『日語日文学研究 ５０号』１９―２８，２００４年８月）
「「見ゆ」と「見えたり」のちがいについて」（単著，『むらさき ４１輯』６８―７２，２００４
年１２月）
「テンス・アスペクト研究と連語―古代日本語の「思ふ」」（単著，『国文学 解釈
と鑑賞 ７０巻７号』１６６―１８０，２００５年７月）
xi
「古代日本語の「思ふ」の条件形における主語の交代現象」（単著，『日語研究４』
３―２１，２００６年１２月）
「古典文学研究にとっての語彙研究―特徴語彙からみた枕草子と徒然草」（単著，
『国文学 解釈と鑑賞 ７２巻１号』１２８―１３５，２００７年１月）
「古代日本語の形態論」（単著，『日語学習与研究《日語学習与研究》１３９号』１―
５，２００８年１２月）
「過去・現在・未来は何が表すのか―近代文語文典の時制認識―」単著，『国語と
国文学 １０３１号』１―１６，２００９年１０月）
「日本語史における条件＝時間＝理由関係の表現方法とムード・テンスの変化」単
著，『日本語文法 １２巻２号』３―２３，２０１２年９月）
「とりつけの連語としての「扇をさし隠す」」単著，『むらさき ４９輯』６６―７１，２０１２
年１２月）
「橋本新吉の講義『国語法概論』の筆記（１）」（単著，『専修大学人文科学研究所
月報 ２６０号』１―４５，２０１２年１１月）
「橋本新吉の講義『国語法概論』の筆記（２）」（単著，『専修大学人文科学研究所
月報 ２６４号』１―５５，２０１３年５月）
「研究報告 分類番号順古典語彙表」（共著，学習院大学編集・発行『学習院大学
計算機センター年報 ３３号』１―７９，２０１３年３月）
「古典日本語における対象を表すはだか格とヲ格―宇津保物語を資料として―」
（単著，類型学研究会『類型学研究 ４号』３４―５７，２０１４年４月）
「「にくむ」「うらむ」における〈心理的なかかわり〉への移行」（単著，日本語文
法研究会『研究会報告 ３６号』連語論研究〈〉１２―２８，２０１４年１２月）
「増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記」（単著，『専修国文
９８号』１―８４，２０１５年９月）
「【資料紹介】釘本久春所持資料―「第二回国語対策協議会速記録（第１日）」及
び「日本語教科用図書調査会会議報告」―」（共著『専修大学人文科学研究所
月報 ２７９号』，２０１５年１２月）
「指定辞トシテ・ニシテの句格」（単著，松村明教授還暦記念会編『松村明教授還
暦記念国語学と国語史』，明治書院，３４７―３６５，１９７７年９月）
xii
「漢語ナリ活用形容動詞の史的性格について」（単著，渡辺実編『副用語の研究』，
明治書院，３７９―４０３，１９８３年１０月）
「石行寺蔵大般若経の字音について」（単著，築島裕博士還暦記念会編『築島裕博
士還暦記念 国語学論集，明治書院，１９４―２１９，１９８６年３月）
「古代日本語の過去形式の意味」（単著，松村明教授古希記念会編『松村明教授古
希記念国語研究論集』明治書院，１０６―１３１，１９８６年１０月）
「古文における六つの時の助動詞」（単著，『国文法講座２』，明治書院，２７３―３０９，１９８７
年４月）
「ウェイランド『修身論』の漢字」（単著，佐藤喜代治編『漢字講座８』，明治書
院，１２８―１６４，１９８８年１０月）
「ウェイランド修身論の漢語訳書」（単著，此島正年博士喜寿記念会編『此島正年
博士喜寿記念国語語彙語法論叢』，桜楓社，２０８―２２６，１９８８年１０月）
「文の構成単位と品詞」（単著，北原保雄編『講座日本語と日本語教育４』，明治
書院，５３―７２，１９８９年３月）
「自動詞と他動詞」（単著，『別冊 国文学 三八 古典文法必携』，学燈社，４６―
５４，１９９０年２月）
「中古における畳語形式の情態副詞の機能と意味」（単著，松村明先生喜寿記念会
編『国語研究』，明治書院，１０５―１２７，１９９３年１０月）
「擬声語・擬態語」（単著，古橋信孝，三浦祐之，森朝男編『古代文学講座７こと
ばの神話学』，勤勉社，２００―２１２，１９９４年１１月）
「メノマエ性と視点（）―移動助詞の～タリ・リ形と～ツ形，～ヌ形のちがい―」
（単著，築島裕博士古希記念会編『築島裕博士古希記念国語学論集』，汲古書
院，１９８―２１９，１９９５年１０月）
「メノマエ性と視点（）―移動助詞の基本形を中心に―」（単著，『山口明穂先
生還暦記念国語学論集』，明治書院，１１３―１５４，１９９６年６月）
「上代語「けり」の意味」（単著，川端善明・仁田義雄編『日本語文法 体系と方
法』，ひつじ書房，１７１―１９０，１９９７年１０月）
「助動詞からのぞかれるべき「けり」について」（単著，『東京大学国語研究室創
設百周年記念 国語研究論集』，汲古書院，１７６―１９４，１９９８年２月）
xiii
「テンス・アスペクトを文法史的にみる」（単著，『朝倉日本語講座６文法』，朝
倉書店，１１４―１３４，２００４年６月）
「古代日本語におけるテンス・アスペクト体系とケリ形の役割」（単著，『飛田良
文先生退任記念論集』，東京堂，４２７―４４１，２００４年９月）
「訓点資料における「いヘリ」と「いふ」」（単著，『築島裕博士傘寿記念国語学論
集』，汲古書院，１８９―２１１，２００５年１０月）
「古代日本語の心理表現における恒常性・客観性と過程性」（単著，『ことばの科
学１１』，むぎ書房，１８３―２０６，２００６年３月）
「橋本進吉の文法論と学校文法への採用，影響」（単著，『日本語論究１３昭和前期
日本語の問題点』，明治書院，３０９―３３３，２００７年９月）
「日本語の時間表現について―古典語と現代語の接点―」（単著，中国日語教育文
集之１０ 中日跨文化交流研究』，１―１８，２０１４年６月）
『古田東朔 近現代日本語生成史コレクション』（全６巻）（共著，くろしお出
版，２０１０年５月～２０１４年１２月）
≪その他≫
「古典語における文体と体格形式および構文的機能との関係」（２０１５年１月１１日，
公開
シンポジウム「日本語条件文の諸相―地理的変異と歴史的変遷―」文京シビック
ホール）
「連語論における〈心理的なかかわり〉への移行―「にくむ」「うらむ」のばあい―」
（２０１５
年３月７日，奥田靖雄著作集刊行記念国際シンポジウム 大阪大学）
「相和初期における橋本進吉の文法論の展開―昭和四年と七年の講義筆記を比較
して―」
（２０１５年６月１６日，第五九回 NINJAL（国語研）コロキウム）
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